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３ 要旨 

本県におけるクモヘリカメムシの分布は、これまで浜通り沿岸部と中通り南部であった。近
年、阿武隈⾼地（⽯川郡古殿町等）でも確認され、分布域の拡⼤が懸念されている。そこで、
これまで分布していないと考えられていた県北地⽅等で発⽣調査を⾏った結果、複数地点の⽔
⽥内で 1 世代を経過していることを確認し、斑点⽶被害の⼀因となっていることが明らかにな
った。 
                                                         

（１） 県北地⽅ 8 地点、相⾺郡飯舘村 4 地点の⽔⽥で調査した結果、クモヘリカメムシ成⾍が 8
地区で確認され、そのうち 5 地点では幼⾍も発⽣していた（図 1、2）。 

（２） 本種は、イネ出穂後、⽔⽥内に侵⼊し 1 世代を経過していることが明らかとなった。 
（３） 幼⾍の発⽣が⾒られた⽔⽥で斑点⽶被害を調査したところ、本種加害による斑点⽶が確認

された（図 3）。 
（４） 本種の分布は、冬季の気象条件により影響を受けると考えられる。 
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